
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ共済連が主催する「第５１回（令和４年度）ＪＡ共済  全国小・中学生  交通安全ポスターコンクール」に

は、全国から９万９,７７９点の応募があり、各都道府県から選出された優秀作品３４３点を全国コンクールで

審査しました。本会では、平成１６年度から、これら全国コンクール審査作品の訴求テーマを集計し、小・中

学生が、今、どのような視点から交通安全を捉えているのかを分析しています。本年度も、交通安全を考え

る上で示唆に富む結果がまとまりましたので、ご報告します。 

■ 『スマートフォンの使用マナー』を訴求する作品が構成比２２．４％、９年連続トップに 

 本年度の全国コンクール審査作品を訴求テーマ別に集計すると、『スマートフォ

ンの使用マナー』が構成比２２．４％（作品点数７７点）を占め、９年連続で最多テ

ーマとなりました。同テーマにおける過去３回分の構成比をみると、平成３０年度

が１７．１％、令和元年度が１６．３％、令和３年度が２４．８％と推移しており、前年

度と比較すると微減ながらも、依然として多くの子どもたちがポスターの題材に選

んでいることがわかります※。 

 これを訴求対象別にみると、「歩行者」が４２．９％（作品点数３３点）、「自転車」

が２８．６％（同２２点）、「自動車」が２４．７％（同１９点）、「対象者複数・不明」が  

３．９％（同３点）で、半数弱が“歩きスマホ”に注意を呼びかけています。 

 高速大容量通信の普及に伴い、屋外でも動画や音楽、ゲームなどが楽しめ、ま

すます便利になるスマートフォン。一方で、多くの企業・団体などがマナー向上を

訴えながらも、スマートフォンを見ながら歩いている人々をしばしば目にします。こうした現状に対して、子ども

たちは小さな眼差しから鋭く社会を捉えて、ポスター作品を通じて警告を発しているようです。 

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症のため、全国コンクールを中止しました。  

 

■ 本年度のトピックス ～ 『道路横断に関するマナー』に新たな傾向が ～ 

①手を挙げることは、ドライバーに気づいてもらう“ハンドサイン” 

 続く第２位には、構成比１１．１％（作品点数３８点）で『手を挙げて渡ろう』がラン

クインしました。順位は前年度と同様ですが、構成比では２．８ポイント、作品点数

は９点増加しています。 

この題材は、毎年小学校低学年を中心に数多く描かれ、テーマ分析において

も上位の常連ですが、本年度の同テーマのポスター標語をみると、「わたるよサイ

ン」［小２作品］、「ハンドサインで意思表示」［小６作品］など、単に『手を挙げて渡

る』ことを呼びかけるのではなく、『手を挙げることは、ドライバーに気づいてもらうた

めのハンドサイン』という、新たな視点から描かれた作品も登場しました。 
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『スマートフォンの使用マナー』に関する作品が９年連続トップに 

定番テーマの『手を挙げて渡ろう』に、「ハンドサイン」という新たなキーワードが登場  

また、道路横断に関する子どもたちの“あるある”を描いた訴求テーマも急上昇！ 

 

 

〔小６作品〕 

〔小６作品〕 



②子どもたちの“あるある”を作品に反映？ 「信号機のない横断歩道」で止まってくれないドライバー 

また、本年度は、構成比３．２％（作品点数１１点）と全体のボリュー

ムは少ないながらも、『歩行者優先』というテーマが、前年度の構成

比１．１％（同４点）から３倍近く増加しました。 

これらの作品は、信号機がない横断歩道で手を挙げ続けているの

になかなか自動車が止まってくれない、という子どもたちの情景を、

「わたしをむししないで…」［小２］、「わたしのこと見えていますよね」

［中３］など、ドライバーをハッとさせる標語で描き出しています。 

 

当コンクールは、交通事故死者数がピークを迎えた昭和４０年代にスタート。以来、子どもたちの作品は、

時代ごとに移り変わる交通安全の課題を端的に示してきました。ＪＡ共済は、引き続き、子どもたちの作品に

込められた交通安全の願いを広く社会にお届けするとともに、各種の交通事故未然防止活動を通じて、事

故のない安心・安全な地域社会づくりに貢献してまいります。 

 

 

《全国コンクール審査作品（抜粋）》 

◇『スマートフォンの使用マナー』（歩きスマホ禁止）を訴える作品  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

                                                                                                                                                                                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「道路横断に関するマナー」 ～ 手を挙げることを“ハンドサイン”と捉えた作品  ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔小５作品〕 

〔小２作品〕 

〔小６作品〕 

〔小３作品〕 〔小５作品〕 

 

〔中２作品〕 

〔小２作品〕 

〔中３作品〕 



〔中３作品〕 〔小２作品〕 

 

〔小４作品〕 

 

◇「道路横断に関するマナー」 ～ 『歩行者優先』を呼びかける作品  ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【詳細データ】令和４年度（第５１回）交通安全ポスターテーマ集計表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※構成比につきましては、表示単位未満を四捨五入して表示しています。  

１位：        ２位：        ３位： 

テーマ 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 計 ％

スマートフォンの使用マナー 1 3 6 7 8 11 14 13 14 77 22.4%

手を挙げて渡ろう 18 9 5 0 0 4 1 0 1 38 11.1%

安全運転（思いやり運転） 3 2 4 5 2 4 3 2 0 25 7.3%

よく見て渡ろう 8 4 6 1 0 0 0 0 0 19 5.5%

自転車のヘルメット着用 1 5 3 6 1 1 0 0 1 18 5.2%

反射材・明るい色の服の着用 0 1 0 3 4 3 1 1 3 16 4.7%

飲酒運転禁止 0 0 0 0 3 1 2 8 2 16 4.7%

自転車は正しく乗ろう 0 0 2 4 2 1 5 0 0 14 4.1%

信号守ろう 1 1 0 2 3 1 1 1 2 12 3.5%

シートベルト・チャイルドシート着用 0 2 2 2 2 2 1 0 1 12 3.5%

交通ルールを守ろう 0 0 1 0 1 1 2 6 0 11 3.2%

歩行者優先 0 3 0 1 2 3 0 0 2 11 3.2%

飛び出し禁止 3 3 0 1 2 0 1 0 0 10 2.9%

標識を守ろう 0 0 0 0 2 0 2 2 3 9 2.6%

あおり運転禁止 0 1 1 2 0 0 2 0 1 7 2.0%

一時停止を守ろう 0 0 2 0 1 1 1 1 1 7 2.0%

高齢者運転・免許返納 0 0 1 0 2 1 0 1 1 6 1.7%

自転車も車両・自転車も加害者に 0 0 1 1 1 0 1 1 0 5 1.5%

無灯火危険・早めのライト点灯 0 0 1 2 0 1 0 0 0 4 1.2%

踏切注意 0 1 1 1 0 1 0 0 0 4 1.2%

その他 3 2 1 2 2 2 3 2 5 22 6.4%

合計 38 37 37 40 38 38 40 38 37 343 100.0%


